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研究成果の概要（和文）：婚姻に関する社会的規制がヒト集団内において繁殖行動にもたらす生物学的意義につ
いて分析する目的で、近親婚を好むインドネシア・東ヌサトゥンガラ州の人類集団を対象に、母親もしくは父親
の配偶者選択が出自集団の繁殖に及ぼす影響を調査した。近親婚は非近親婚より多産で、死亡する子の数も多か
った。近親婚による両親から生まれた子は、異質な遺伝子ハプロタイプに富む集団と比べて、配偶者選択が遺伝
的多様性に及ぼす影響が大きく、親によるアレンジ婚では異胞きょうだいが増えることも示唆された。このよう
な社会規制や繁殖行動が家系内への異質素因の取り込みに寄与し、多様性の損失を回避させている可能性が示唆
された。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to reveal some biological aspects of social 
regulation on marriage system in relation to human mate choice.  The study population was Sumbanese 
residents in East Nusa Tenggara Province, Indonesia, where the habitants prefer cross-cousin 
marriage ancestrally and traditionally.  Their fertility as well as number of dead children under 
15-years old in consanguineous marriage was higher than that of non-consanguineous marriage.  It is 
suggested that offspring born to parents of consanguineous marriage might have more influence on 
genetic diversity within one’s lineage by their choice of their marital partners and that arranged 
marriage by parents might contribute more production of half-sibling with a biologically different 
father.  Such a social regulation related to human reproductive behavior could possibly contribute 
to recruitment of heterozygous genotype and avoid loss of genetic diversity.

研究分野： Human Ecology
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１． 研究開始当初の背景 
増え続ける世界人口と食糧安全保障の観

点から、出生コントロールは次世代環境を保
証し評価する上で重要な課題である。また一
方で、グローバル社会への変容は、集団規模
の小さい部族社会の弱小化と固有文化の消
失を招き、そのような集団は今まさに淘汰さ
れる途上におかれている。部族としての母集
団を維持し、物資調達や子孫繁栄のために継
承してきた血縁婚など独特な慣習や社会的
規制が、集団内におけるヒトの繁殖行動にも
たらす生物学的意義について、動物行動学、
個体群生物学の分野において知られている
が、ヒト個体群集団での研究例はまだ少ない。
血縁婚が繰り返されると遺伝由来の疾患や
発達障害などのリスクが高まることは既に
知られているが、単一の血族のケーススタデ
ィーであったり、遺伝病の報告事例であった
り、と特定のケースや疾患に留まり、集団と
しての適応度についての報告はあまりない。 
研究代表者は、インドネシアの血縁婚を好

むヒト集団を対象に、2003 年以来縦断的な調
査を継続してきた。血縁婚の女性は、非血縁
婚の女性と比較して、子どもの出産回数が有
意に多く、5 歳までに死亡する子どもの数が
有意に多いことを実証した。また、血縁婚の
女性の場合、自身の意思でなく親によって決
められたパートナーとの婚姻であるケース
が多く、生理的な繁殖行動と社会的な婚姻制
度との間に乖離があった。そこで、本研究で
はヒトの配偶者選択が出自集団の繁殖成果
に及ぼす影響について検証する。 
 
家制度や血縁婚について、これまで文化人

類学的な研究は多くなされてきたが、このよ
うな社会規制がヒトの繁殖行動にもたらす
生物学的意義について、人類集団を対象に科
学的に実証した例はほとんどない。ヒトの行
動と遺伝学的手法を用いた生物学的解析を
組み合わせることは、これまでの研究にはな
かった斬新なアイディアであり、実際の人類
集団で実証を試みることは新しい挑戦であ
る。 
本研究は、ヒト集団を対象に、（１）現地

調査を実施し聞き取りにより人口学的デー
タと繁殖行動を実際に観察および収集し、
（２）既存のヒト生体試料から抽出した DNA
を材料に遺伝的解析をおこない、（１）で得
られる繁殖行動に関わる情報と（２）の分析
から得られる遺伝子情報とをリンクさせて、
集団としての数理モデルを構築することに
チャレンジする。 
 
実際に聞き取り調査が可能な3-4世代の家

系を対象に、各人の繁殖行動を調査し、遺伝
子解析結果を分析に加えて、血縁婚の生物学
的意義について集団の適応度を調べようと
するのが、新しい着想である。また、グロー
ル化が進む現代においては、出自集団内での
血縁婚が衰退しつつあるため、今すぐに本研

究に着手しなければ、対象となり得る母集団
が減ってしまい、本アイディアを検証できな
くなってしまう。 
血縁婚がヒトの繁殖行動にもたらす生物

学的意義について、科学的な実証ができれば、
集団社会で生活する「ヒトの生態学」分野に
おいて、人類固有の特性を新奇に発見できる。
また、多産多死の途上地域と少産少死の発展
地域、といった人口問題上の地域格差がある
現代、集団としての固有性を保ちながら個別
に人口問題対応策を講じられるようになる
ことが期待される。本研究は公衆衛生学的側
面から世界人口問題への貢献も大きい。 
 
２．研究の目的 
主に発展途上地域において、文化的に近親

婚を好む社会が現存し、その多くが多産であ
る。グローバル化が進み、地域の隔たりなく
ヒト・モノが短時間高頻度に移動することで
ヒト個体群の固有性が失われつつある現代、
このような社会共進化に伴い近親婚が衰退
している。しかしながら、伝統的な社会規制
やグローバル化のもとでも、一人親や不貞な
どで出生した子どもは少なくない。そこで、
近親婚の多い人類集団において、母親もしく
は父親の配偶者選択が子どもの生存に及ぼ
す影響について、ヒト個体群別に調査し、既
存あるいは新規に収集したDNA試料から遺伝
学的多様性と繁殖率を分析し、出自集団の繁
殖成果を解析することを目的とした。 
 
３．研究の方法 
近親婚を好む社会制度が現在も維持され

ている、インドネシアの 3地域（東ヌサトゥ
ンガラ州スンバ島、東南マルク州のキサ島、
南スラヴェシ州スラヴェシ島）において、近
親婚の多いヒト集団の成人を対象に、子ども
の生存と配偶者に係る情報を聞き取りによ
り調査する。既に収集済みの DNA 試料、およ
び、新しく収集する予定のDNA試料を用いて、
父母子それぞれのジェノタイプを同定し、母
親もしくは父親の繁殖行動が子どもの生存
に及ぼす遺伝的影響と社会的要因を検証す
る。近親婚が生存と繁殖に及ぼす生理学的な
機序を探索するため、集団ごとの繁殖成果に
ついて数理モデルを構築して解析する。 
 
４．研究成果 
近親婚を好む社会制度が現在も維持され

ているインドネシア・東ヌサトゥンガラ州に
おいて、縦断的な人口センサスを収集した。
これまでに生んだ子どもの出生年、性別、子
どもの生存年数、子供を設けた異性の数、子
どもの世話（同居）の有無、パートナーとの
同居期間、パートナーとの血縁関係、自身の
両親の血縁関係、について聞き取り調査を実
施した。静脈血もしくは指先穿刺による濾紙
血を収集した。 
DNA 試料を用いた遺伝的解析では、母親由

来のミトコンドリア DNA（mtDNA HV1）と Y染



色体（Y-STR）ハプロタイプを同定し、配偶
者間と親子間の比較を検討した。近親婚を好
む人類集団では、heterogeneous な集団と比
べて、配偶者選択が遺伝的多様性に及ぼす影
響が大きいと考えられ、このような集団では、
社会的慣習として自己の意思に寄らない婚
姻も多いため、離別も多く、きょうだいは異
胞である場合が多い。そこで、集団内におけ
る繁殖行動が子孫の遺伝的多様性を実際に
高めている仮説について検証するため、後天
的な遺伝子修飾機構に着目し、DNA メチル化
解析に着手した。しかし、実験モデルを用い
た予備検討では、MeDIP microarray による網
羅的な CpG メチル化率と、特定の遺伝子プロ
モーター領域におけるバイサルファイトシ
ークエンスによるメチル化率が一致せず、
DMR(differentially methylated region)の
同定に到達しなかった。 
近親婚が奨励されていて、婚姻を親がアレ

ンジする慣習の残っている対象集団におい
て、母親もしくは父親の配偶者選択が出自集
団の繁殖に及ぼす影響を、ヒト個体群別に生
物学的側面から解析した。近親婚による出生
数は、非近親婚のそれを上回り、近親婚では
多産の傾向があった。母親もしくは父親の繁
殖行動が子どもの生存と配偶者選択に及ぼ
す遺伝的影響と社会的要因を検証した。近親
婚を好む人類集団では、異質な遺伝子ハプロ
タイプに富む集団と比べて、配偶者選択が遺
伝的多様性に及ぼす影響が大きい。また親に
よるアレンジ婚では、自己の意思に寄らない
婚姻が多いので離別や不貞が増加し、異胞き
ょうだいの増大をもたらしていることが示
唆された。そして、家系内の遺伝的多様性は、
このような社会規制や繁殖行動により、異質
素因の取り込みに寄与し、遺伝多型の均一化
を回避するなど遺伝的多様性の増大に成功
している可能性が考えられた。 
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